
能 楽 師 ： 林 宗 一 郎

×

現 代 美 術 家 ： ヤ マ ガ ミ ユ キ ヒ ロ

2014年6月18日［水］─ 6月29日［日］
11：00～19：00
月曜日休廊 / 金曜日20:00まで / 最終日18:00まで

【主催】 ギャラリー・パルク
【協賛】 株式会社グランマーブル　【協力】 京都芸術センター

　【noh play】は、室町時代に誕生した「能」を現代の表現と位置づ

け、新たなクリエイションへの素材として捉えることで、同時代

（いま）の様々な表現と接触し、現状（ここ）を検証し、あらたな進

化（ここから）の可能性を探るもので、観世流能楽師・林宗一郎が

毎回様々なジャンルのクリエイターと対峙し、コラボレーション

するシリーズとして企画しました。ギャラリーにおいて実際に公

演をおこなうのではなく、様々なクリエイターと交わり、そこに

成された「作品・展示」を通して新たな能の魅力や可能性を模索す

る本シリーズのタイトルは、能の英訳である『noh play』の意とと

もに、『no play（演じない）』の2つの意味が重なるものです。

　そのVol.1となる本展は、現代美術家・ヤマガミユキヒロとのコ

ラボレーションによる作品を発表します。風景を細密に描き出し

たモノクロの鉛筆画に、同一視点から撮影した映像をプロジェク

ター投影し、画面上に色鮮やかな自然の姿や光のうつろいを写し

取るヤマガミの「キャンバス・プロジェクション」作品の中で、林

宗一郎が静かに、幻想的に舞う時、そこに新たな「能のある時間・

空間」が現出します。

　創建およそ1300年前とされる京都・貴船神社。ヤマガミは今回の

コラボレーションを思考するにあたり、数々のロケハンを重ねた

結果、その奥宮にある拝殿をモチーフに選びました。これには「神

事などでの舞い以外、普段あまり目にする機会の少ない拝殿だら

こそ、絵画の上だけでも能が奉じられ、神の使いが降臨したかのよ

うな光景を見てみたい」ことに加え、拝殿が自然豊かな屋外にあっ

たことが大きな理由となりました。「その場にある光のうつろい」

を描き出すヤマガミにとって、舞台が屋内ではなく屋外にあるロ

ケーションは魅力的であり、作品には一日の時間の変化とともに、

雪の残る冬から初夏にかけてのうつろいが描かれました。また、林

宗一郎は暗幕を背景に、通常より一回り小さな拝殿の舞台空間を

意識しながら、「高砂・野守・松風」をあたかも実際に貴船神社で能

を奉じるかのように舞い、その美しさを表現しています。

　林の静から動への優雅な所作やその舞いの美しさは、ヤマガミ

の独自の視点や手法との相乗効果により、元来「神に奉じる舞い」

であった能を彷彿とさせるかのように画面上に独特の時間を持っ

た幻想的な情景を描き出します。そしてまた、画面上には本殿に手

を合わせる人やカメラを向ける参拝客の姿など、日常の貴船神社

の光景も映し出され、そこに幻想と日常の時間が交錯します。

　ヤマガミの視点で捉え、描き出された能は、その所作に見る「静

と動」といった時間だけではなく、「神に近い場所」と「人に近い場

所」という異なる「能の在り様（＝時空）」が画面上で交錯し、そこに

潜む幻想的な美しさや妖しさといった、能そのものの魅力が際立

たせられているといえます。

　本展は貴船神社に取材したそのキャンバス・プロジェクション

作品とともに、3点のドローイング作品や映像により構成されてい

ます。それらはまた、同一の時間（タイムライン）を持ちながら、一つ

の空間を構成し、ここに「能」による一つの時空をつくり出します。

展示作品｜works

壱 mononoke step 習作
-ア 天人
 【キャンバス・プロジェクション】 　紙に鉛筆 , HD video
 2013　　455×380mm　　

-イ 松風
 【キャンバス・プロジェクション】 　紙に鉛筆 , HD video
 2014　　380×455mm　　

-ウ 高砂
 【キャンバス・プロジェクション】 　紙に鉛筆 , HD video
 2014　　455×380mm　　

弐 mononoke step
 【キャンバス・プロジェクション】 　パネルに鉛筆 , HD video
 2014　　1450×1800mm　　10’58

参 noh play
 モニター , HD video　
 2014　　映像　

四 SAKURA Scape(noh play ver.)
 【キャンバス・プロジェクション】 　紙に鉛筆 , HD video
 2013　　1800×600mm　　4’38

【参考出品：ヤマガミユキヒロ】

① 鴨川リバースケープ
 【キャンバス・プロジェクション】 　透明フィルムにジークレー , HD video
 2013　　290×510mm　　3’20

【参考出品：林宗一郎】

② 能面「若女」
③ 能面「般若」

関連トークイベント

アーティストトーク

林宗一郎  ×  ヤマガミユキヒロ
6月19日［木］ 18：00 ─ 19：00（予約不要・料金無料）

林×ヤマガミが、能と現代美術それぞれの視点から見た互いの表現
の魅力や特徴、コラボレーションの可能性など、作品制作にまつわる
エピソードを交えてトークします。

トークセッション

林宗一郎 × 木ノ下裕一（「木ノ下歌舞伎」主宰）
6月22日［日］ 18：00 ─ 20：30（予約不要・料金無料）

歴史的な文脈を踏まえた上で、歌舞伎演目を現代演劇として新演出
し、古典演劇の現代性を探求している「木ノ下歌舞伎」主宰：木 ノ下
裕一氏をお招きし、能を歴史や伝統を踏まえて分かりやすく読み解き
ながら、これからの可能性をトークセッションにより模索します。
【 http://kinoshita-kabuki.org 】

略歴｜short cv

観 世 流 能 楽 師 ： 林 宗 一 郎
1979年生まれ。十三代続く京都の伝統的な家に生まれた能楽師。父である十
三世 林喜右衛門および二十六世観世宗家 観世清河寿に師事。各地で公演活動
をおこなうとともに、多くの人々に能の素晴らしさを伝えるべく入門レッス
ンや講演などに取り組むなど、能の様々な側面を解き明かす試みを精力的に
続けている。林家一門による年間6回の林定期能の運営のほか、京都・観世流
の定期公演や企画公演等への出演、美術館での企画公演などにより、能楽の可
能性を模索するとともに、2013年より『宗一郎の会』を主催、能楽を京都から
世界へ発信するべく活動を展開している。
【 http://hayashi-soichiro.jp 】

現 代 美 術 家 ： ヤ マ ガ ミ ユ キ ヒ ロ
1976年生まれ。2000年に京都精華大学美術学部を卒業後、京都を中心に現
在まで多くの個展・グループ展を重ねながら活動。おもに鉛筆による精密な絵
画と、同一地点から撮影した映像をキャンバス上で重ねあわせる「キャンバス
プロジェクション」という独自手法により作品制作を続ける。2012年の「始
発電車を待ちながら」 （東京ステーションギャラリー）、2013年の「六甲ミー
ツ・アート芸術散歩2013」（六甲山, 兵庫）、「re:framing-表情の空間-」（京都
芸術センター）などへの参加の他、Gallery PARCでも過去3回の個展開催な
ど、精力的に活動している。
【 http://www.yamagamiyukihiro.net 】

作品中の演目のご紹介｜interpretation

野守 /nomori
大和国・春日の里の番人である「野守」が「野守の鏡」とよばれる池の由来を語
るうち姿を消します。実はこの野守、鬼神が昼に姿を変えてあらわれたもので
した。夜、鬼神は姿をあらわし、手にもつ鏡で天界から地獄の底まで映して見
せます。この鏡こそ、ほんとうの「野守の鏡」なのでした。

高砂 /takasago
播磨国・高砂の浦にある美しい松。そこに老夫婦があらわれ、樹齢千年ともい
われる松のめでたさを語り、高砂と住吉の松は「相生の松」であり、自分たちは
その化身なのだと明かします。月の出とともに高砂の浦から小舟で住吉へ向
かうと、月下に住吉明神が姿を現し、神々しく颯爽と舞い、悪魔を祓い、長寿を
寿ぎ、平安の世を祝福するのでした。

松風 /matsukaze
須磨の浦の磯辺のいわくありげな松は、その昔、在原行平から寵愛を受けた松
風・村雨という海女の姉妹の墓標。そこに、汐汲みを終えた若く美しい女がふ
たり来て、松風・村雨の亡霊だと明かします。姉の松風は、行平の形見の狩衣と
烏帽子を身に着けて半狂乱となり、松を行平だと思い込みすがりつこうとし
ます。妹・村雨はそれをなだめますが、松風はさらに狂おしく舞います。夜が明
け、ふたりは姿を消し、後には松をわたる風ばかりが残るのでした。

吉野天人 /yoshinotennin
春、桜の季節。大和国・吉野山の奥深くに分け入ると、高貴な姿をした女が現
れ、｢私はこのあたりに住む者で､一日中、花を友のようにして暮らしているの
です｣といいます。そして自らは「天人」であることを明かし、「いにしえの五節
の舞を見せましょう｣と言って消えます。夜、虚空に音楽が聞こえ､天人が現
れ、花に戯れ舞を舞い、再び花の雲に乗って消えるのでした。
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